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のほとんどの語を注視している」という批判（Balota, et al., 1985; Just & Carpenter, 1987）（20），そして
第三に，「優れた読み手が未熟な読み手よりも単語認知に対して文脈に依存するという証拠は上がっ
ていない」（Stanovich, 1992）（21），そればかりかむしろ，「未熟な読み手は文脈を利用するだけでなく，
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ものである
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に関して疑問を発することであり
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